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OJT 第２店舗オープン！！！ 

開所式のリボンカット。左から教育省副大臣、 

ドナー伊藤裕子さん、横田日本国大使 

JICA ラオス所長、ラオス各界 VIP が 

出席したレセプション 
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2012年 2月 21日、ヴィエンチャンの中心部より 3kmほ

どに位置する教育省傘下にある職業教育開発センター

（Vocational Education Department Center: VEDC）の

敷地の一角に、当会の OJT第２店舗がオープンしました。

昨年 12月より JICA草の根パートナー型協力事業が開始

し、職業訓練上級コースの生徒たちが訓練の一環として

自ら店舗の運営に携わり、レストラン・ブティック・ビ

ューティーサロンを営業しております。既存の第一店舗

が、初級・中級コースの校舎があるヴィエンチャン都教

育局の敷地内にありますが、更なる生徒の受け入れ、訓

練内容の充実、顧客数の増加、顧客対象の拡大を目指し、

各国大使館が多く位置するエリアに第２店舗を新たに建

設することとなりました。この建設にあたり、文京学院

大学教授の伊藤裕子様より 400万円のご寄付をいただきまし 

た。伊藤様は開発途上国の教育の発展に貢献したいという 

想いから、朝日新聞紙上で当会代表・冨永を知り、当会の活 

動に共感いただき、ご寄付をいただける運びとなりました。また、伊藤様のご意向により、OJT 第２店舗の

名称はご子息のお名前にちなんで「ミズキ上級トレーニングセンター」となりました。この度のご寄付、誌面

を借りまして重ねてお礼申し上げます。 

さらに近畿大教授の八丁氏が事務局長を務められている「水と大地と緑の会」から助成金 30万円、資生堂 CSR

基金より 20万をご支援いただき、総額 500万円の建設費用の不足分に充填させていただきました。関係者の

皆様、誠にどうも有り難うございました。 

さて、開所式当日は晴天に恵まれ、カウンターパートである教育省副大臣、横田順子駐ラオス日本国大使、戸

川 JICA所長はじめ、大勢の関係者にご参加いただきました。

各関係機関の要人よりスピーチをいただいた後、リボンカッ

トを行い、その後店舗内を案内。1階にレストラン・ブティ

ック・ビューティーサロンの店舗が入り、当会事務所もある

2階の半分はオープンスペースとなっており、ここもレスト

ランとして使用できます。開所式では 1階店舗見学の後、こ

のオープンスペースで小さなレセプションを設けました。調

理コースの生徒たちによる唐揚げ、巻き寿司などの日本食の

ケータリング、冨永代表によるラオス伝統楽器・キムの演奏

などで、和気あいあいと楽しい雰囲気のうちに無事終了しま      

した。 
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JICA 草の根協力事業、第３フェーズ開始 
    

    

    

  

2011年 12月 1日、正式に JICA草の根協力事業の第 3フ

ェーズが開始されました。前フェーズでは初級・中級コー

スの教科書・カリキュラム（英語・ラオス語）を完成させ

ましたが、今フェーズでは上級コースに焦点を当て、5 年

間かけて上級コースの店舗運営マニュアル、カリキュラム、

教科書作成、また、トレーナーの育成等に注力をしていく

計画です。上級コースでは初級・中級コースを修了した生

徒たちが、実際に店舗形式のセンターで一般の客を相手に

し、店舗運営に携わることで実践訓練を行います。このよ

うな訓練方式をオンザジョブトレーニング、略して OJT

（On the Job Training）と呼びます。この訓練で学んだ経

験を、卒業後に自らが起業・就業する際に役立ててもらお

うというのがOJTセンターの狙いです。現在 IV-JAPAN

が支援している OJTセンターは 2店舗あり、2店舗目は

巻頭ページで紹介したように、2012 年 2 月に新しくオ

ープンしました。両店舗ともレストラン・ブティック・

ビューティーサロンを営業しており、レストランでは中

級コースで習った日本食も提供しています。 

上級コースは何は無くとも実践あるのみ。お客さんがい

なくては訓練になりません。現地スタッフの OJT マネ

ージャーやアシスタントマネージャーと共に、できるだ

け多くの顧客獲得すべく、試行錯誤しながら奮闘する

日々が続いております。今回は最近実施した訓練活動の

中からいくつかを紹介させていただきます。 

 

    

１１１１））））ヘアカットボランティアヘアカットボランティアヘアカットボランティアヘアカットボランティア    

現在、理美容コースで月一回近隣の小学校等に出張しヘアカット

ボランティアを行っています。これが学校の子供たちに大好評。

最初はおっかなびっくりだった子供たちも、他の子がカットして

もらっている姿を見ているうちに羨ましくなったのか、僕も私も

とあっという間に行列が。前回は１日に午前と午後１校ずつ訪問

し、生徒一人で 10人以上カットすることができ、非常に良い訓

練の機会になり生徒も学校の子供たちも大満足でした。 

 

 

 

 

２２２２））））チャリティファッションショーチャリティファッションショーチャリティファッションショーチャリティファッションショー    

3月17日にラオプラザホテルで開催されたラオス系フランス人に

よるチャリティ・ファッションショーで、IV-JAPAN からボラン

ティアで OJTの生徒とトレーナーが協力しました。当イベントは

国連麻薬犯罪事務所（UNODC）設置の「ソムサンガ・麻薬リハ

ビリテーションセンター」の水環境改善のための募金活動です。 

ソムサンガでは近所に大きな工場がいくつかできた影響で水が充

分に来なくなり、その結果 300人余りの患者が毎日の水浴びにも

事欠き、衛生状態が悪化しています。これに応じて、ラオスの各

2 月にオープンしたミズキ上級訓練センター（OJT2） 

お客様で賑わう昼食時のレストラン 

小学校でのヘアーカットボランティア 

モデルにメイクアップ中の訓練生 
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Ｉ Ｖ ミシンローン基金 

猫顔メーク完成 

団 体が参加して実行 委 員会を形成、

IV-JAPAN も実行委員を引き受け、上級コー

スの訓練生とトレーナーにより、縫製はドレ

ス１０点の制作、美容は当日の 31人のモデル

のメーキャップをボランティアで行いました。

生徒にとってもじかにクリスチャンディオー

ルのデザインの経験のあるデザイナーに指導

頂く良い機会になりました。メーキャップ用

化粧品は資生堂様からご寄付をいただきまし

た。写真はデザイナーの指導による猫顔メー

クですが、奇抜すぎたのかラオス人にはあま

り人気がありませんでした。 

 
 

 

 

●●●●JICA地球地球地球地球ひろばひろばひろばひろば所長訪問所長訪問所長訪問所長訪問 

 
2011年 2月 27日に JICA地球ひろばの貝原所長と面談いた

しました。貝原所長はかねてからラオスで JICA の草の根プ
ロジェクトを長年実施している IV-JAPANの職業訓練に関心
を寄せており、今回の訪問が実現しました。 
貝原所長は非常に気さくな方で、冗談を交えながらリラック

スした雰囲気での会談で、同席した JICA 職員の方々の楽し

げな姿に貝原所長の人柄が良く出ていました。また、急速に

発展しつつあるラオスの話題に花が咲きました。 

 

←写真左より冨永、貝原 JICA 所長、西山 JICA 職員 

 

 

 

 

 

昨年、元奨学金ドナー関口信也様より奥様の故・関口綾子様のご

遺志に報いるため、「何か青少年のためになることに使って欲し

い」と 5万バーツ（約 15万円）のご寄付をいただきました。奨学

金など色々使い道はありましたが、ミシンローン基金に使わせて

いただくことにしました。IV ミシンローン基金は 2009 年にアメ

リカの方からの寄付で 5 台のミシンを購入にして始まりました。

IV-JAPANがミシンを購入し、卒業生に提供します。そして卒業生

は分割払いでミシン代金を IV-JAPANに返済し、この返金されたお

金でまた IV-JAPANがミシンを新たに購入します。自宅にミシンが

1 台あれば、シンの仕立てなどを受注し収入を得ることができま

す。しかしどの生徒もすぐにミシンを購入できる経済状態という

わけではなく、まだラオスでは分割払いやローン返済を受け入れ

てくれる店はあまりありません。そのため生徒たちにミシンロー

ン制度は大人気です。毎回ミシン台数を超える応募者が来ます。

今回は、いただいた寄付金 5万バーツで合計 5 台のミシンを購入

し、そのうち 1 台はミシンが 1 台故障して使えなくなっていた職

業訓練上級コースで使わせていただくことになりました。そして残りの 4台を訓練所卒業生から希望者を募っ

て提供しました。ミシン提供後 3 ヶ月間は返済不要、その後 1年間で毎月分割払いでミシン代金をローン返済

してもらう予定ですが、中には 3カ月目にもう一括で全額を返金できる生徒もいました。職業訓練で得た技術

をさっそく活用し、少しずつでも自分の手で収入を得て経済的自立の第一歩として踏み出してくれれば、と思

います。 

ファッションショー衣装→→→→ 

JICA 地球ひろば所長室で 

新品の工業用ミシンを前に喜ぶ縫製卒業生 
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2011 年スタディツアー＆Japan Festival 
 

 

 

 

ＩＶ－ＪＡＰＡＮではラオスの文化や歴史、そして

当ＮＧＯの活動内容について、広く知っていただくた

めに、毎年ラオスへのスタディツアーを企画しており

ますが、東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災のあった 2011年は特別な年に
なりました。 
11 月 5 日から 1週間、池田副代表をツアーコンとす

る 20 名の訪問団は世界遺産の町、古都ルアンパバー

ンで早朝の托鉢風景やナイトバザールなどを楽しん

だあと、空路ビエンチャンに入りました。 
ビエンチャンでは、職業訓練校を訪問するだけでな

く、タットルアンの大祭に参加したり、絹織物の村を

たずねたり、タソモ小学校に行き生徒約 100人と交流

をしたりして、有意義な数日を過ごしました。 
 

『ジャパンフェスティバル』は、大震災に対するラオス人からの心温まる支援への感謝の気持ちと、日本が

復興に向けて頑張っている姿を示す目的で、日本大使館・在ラオス日本人会、日本商工会議所等が企画しまし

たが、IV-JAPANもこれに呼応してメルキュールホテルおよびスタディツア―参加者の協力で[1]メーキャップ

コンテスト、[2]七五三の着付けサービス、[3]ジャパンフードフェスティバルを行いました。（11/4～11/10

の 1週間） 

 
〔〔〔〔１１１１〕〕〕〕    ラオスでラオスでラオスでラオスで初初初初めてのメーキャップコンテストめてのメーキャップコンテストめてのメーキャップコンテストめてのメーキャップコンテスト 

美容理容コースの卒業生やすでに起業している一般の

美容師を対象にメーキャップコンテストを開きました。日

本の資生堂からメーキャップパレットなどの化粧品類を、

㈱呉竹や㈱読売広告社から賞品を提供していただき、メル

キュールホテルにおいて、13 組の応募者がそのスキルを

競いました。参加者は当初予定は 8組でしたが、当日とび
入りで 5組増えるという、いかにもラオスらしいのんびり

さでした。司会はラオスの歌姫、ノイさんがつとめ、元資

生堂並河理恵子氏によるメーキャップのデモが行われた

あと、おそらくラオスでは初めてとなるメーキャップコン

テストが始まりました。ちなみにデモのモデルは冨永代表

の家のメイドさんがつとめたり、子供がメークをせがんだ

り、和気あいあいとした雰囲気の中でコンテストは進めら

れました。 
審査はラオスジャーナリスト協会の副会長ミーサイさんを委員長として、元シンガポール・ミスユニバース

代表も加わって 5人が担当し、優勝者が決められました。選にはもれたものの、ナチュラルビューティーとし

て卓越したスキルを示した一組に、当会副代表の池田より特別賞が贈られました。 
華やかな中にも涙あり笑いありのとても楽しいコンテストでした。見学する訓練校の生徒たちはメークの仕

上がりに一喜一憂し、いつか自分もこのコンテストに出てみたい

と語っていました。（池田敏秀） 
 

〔〔〔〔２２２２〕〕〕〕    七五三七五三七五三七五三のののの着付着付着付着付けけけけ    

事前予約なしの当日受付の為、もし誰も来なかったらと少々不

安な気持ちでスタートしましたが、開始直後、５歳の女の子がパ

パと一緒に来てくれ、皆の顔に笑顔がもどりました。そしてその

後は次々とお客様が来場しました。小さい子は皆服を脱ぐのを嫌

がりぐずり始めます。言葉も解らない変な日本の年寄りに囲まれ

ているのだから当然かもしれません。でも子どもが泣いてもママ

たちは諦めませんでした。どこの国の親もわが子の着物姿を見た

い、小さい時から異文化を体験させたいと思うようです。しかし

一度着てみると気に入ったのか、今度は着替えたくないと言って

神妙な表情でお召し変え

中 
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泣き出す子もいて会場は賑やかでした。いろいろな子がいました。１歳半

の女の子はママにしがみついて離れないので、抱っこのままで着せました。

どうにか着せ終わると、おひきずり状態で写真を撮りましたが、ママは満

足そうでした。大きい子はさすがに着物に興味を示し、足袋や草履も上手

に履き、髪を結う時もおとなしくしていました。着付けが終わると得意げ

にポーズをとり何枚も写真を撮ってもらう子もいました。なかには自分が

体験した後に友達を誘って来る子もいました。 
７歳児を担当するメンバー２名も次第に手順が良くなり、３～４人目か

らはプロ並みの仕上がりになったと自画自賛するまでになりましたが、あ

っという間に楽しい時間は過ぎていきました。 
子ども達へのプレゼントは、歯ブラシとキャラクター入りのハンドタオル

でとても喜ばれました。来所者は合計１５名でした。（斎藤加代）  
 
 

〔〔〔〔３３３３〕〕〕〕    日本日本日本日本フードフェスティバルフードフェスティバルフードフェスティバルフードフェスティバル        

当会の調理コースのトレーナー・ルアンがホテルの調理場に手伝いに

入り、普段のインターナショナルビュッフェに加えて、おでんや巻き寿司、

お刺身、串かつ等が提供され、初日の 4日には、横田順子駐ラオス日本国

大使も食べに来てくださいました。 

 また、折角なのでこの機会に日本の文化を知ってもらおうと、ホテルのロビーに内掛けと帯を、レストラン

内では冨永代表が自ら活けた大きな生け花（写真・ラオスでは花材が手に入らないため、竹の村まで行って孟

宗竹を割いてもらい、自分で丸めてカラーリングを施したり、準備が大変でした）や、世界各地から収集した

抹茶茶碗や茶道具を展示しました。さらに期間中は毎日夜 7時半頃から、レストラン内で茶道のお点前を披露

し、お客様の中で希望の方がいれば実際に点てたお抹茶を飲んでいただきました。準備など大変でしたが、「貴

重な体験ができた」と大勢の方に喜んでもらえたようでした。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和食作りに大活躍のルアン調

理トレーナー 

冨永代表によるフラワーアレンジメント 

笑顔で初めての日本の着物 

ジャパンフードフェスティバルで毎晩のよ

うに紹介された茶道のお点前 

スタディツアー参加者藤田さんによる手品に

見入るタソモ小学校の生徒たち 

 

世界各地の抹茶茶椀や茶道具 
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 日本の化粧品会社による雇用支援 

〔〔〔〔４４４４〕〕〕〕““““池田団長池田団長池田団長池田団長とゆかいなとゆかいなとゆかいなとゆかいな仲間仲間仲間仲間たちたちたちたち””””とととと旅旅旅旅したラオスしたラオスしたラオスしたラオス（（（（寄稿寄稿寄稿寄稿）））） 

 
私をラオス旅行へと誘ってくれた池田さんは、会

社員時代はえらい人でした。でも当時も今もまった

く偉ぶることなく、むしろ少年のようなおちゃめさ

で、若い部下からもとても人気がありました。そん

な池田さんを慕っている人たちが集まったツアーで

すから、楽しくないわけがありません。かくして、

“池田団長とゆかいな仲間たち”のラオスツアーは

始まったのです。 
アジアの旅ですから、スケジュールどおりにいか

ないことがあったり、メンバーの一人がお腹を壊し

たり、といったことは、もちろん想定の範囲内です。

ガイドさんが道を間違えてレストランの予約時間に

遅れるといったことも、まあ、あるでしょう。しか

しながら道を間違えたガイドさんが、その後悪びれ

ることもなくブランコに乗ってニコニコ、なんてこ

とは、まったくの想定外でした。ラオスの国民性？

とも思いましたが、ルアンパバーンで出会ったガイ

ドさんの素晴らしさを思うと、これは彼だけの個性

と思いたいところです。 
さて、今回のツアーでは、小学校での身体測定、

職業訓練校の見学、ジャパンフェスティバルのイベ

ントのお手伝いなど、普通の観光ではできない体験

をたくさんさせていただきました。そのことによっ 
 

 
て、より深くラオス人やラオス文化を知ることがで 
きたと思います。 
小学校の身体測定では、その服装や体格から、子ど

もたちの生活ぶりをうかがい知ることができました。

でも、子どもたちのくったくない笑顔は万国共通。

子どもたちを楽しませるつもりで行った私たちでし

たが、逆にこちらが癒してもらった気がします。 
 ビエンチャン最終日は、メルキュールホテルで行

われたメーキャップコンテストの審査員をさせてい

ただきました。ラオスでは、濃いめのメーキャップ

が主流のようで、日本人のメークに慣れた私たちに

は、なかなか難しい審査です。日本でも時々、“ヤマ

ンバメーク”のような異端メーキャップが登場しま

すが、「何を美しいと感じるか」や「何をおいしいと

感じるか」といった感性は、世代や性別、国によっ

て異なるのが面白く、かつ奥深いところです 
東日本大震災を経て、人との出会い、土地との出

会いは本当に一期一会だと感じています。今回とま

ったく同じメンバーでラオスを訪れることはおそら

くないでしょう。この貴重な体験をさせてくださっ

た池田さんをはじめ、ＩＶ－ＪＡＰＡＮの皆さま、

そして一緒に旅した参加者の皆さまに、心から感謝

します。（株式会社資生堂 尾上真由美）

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

    

 

日本のスキンケアブランド「肌箋集２８」のパッ

ケージに、当訓練校の生徒 が縫製したシ

ルクのポーチが使わ れていま

す。 

２０１２年春、日本 の化粧品専

門店でちょっ と変わった

化粧品が発売 されまし

た。化粧品は 紙やプラ

ス テ ィ ッ ク の

ケ ー ス に 入 っ

て い る のが一

般的ですが、「肌箋集２８」は布のポーチに入ってい

ます。「肌箋集２８」を作ったメーカーは「㈱肌箋舎」

と言います。 

 化粧品を通して社会貢献したいと考える肌箋舎が

ビエンチャンを訪れ、冨永代表と肌箋集２８の構想

を練ったのが２０１０年の７月ですが、ラオスの若

者の就業支援をしている当会が協力できることはす

ぐに見つかりました。化粧品を包むパッケージとし

てシルクのポーチを、お店で商品を載せる什器とし

て花梨のトレイを製作することになりました。これ

により縫製コースと木工家具コースの卒業生に仕事

タソモ小学校で身体測定 托鉢に参加 
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外務省 日本 NGO 連携無償資金協力 2 年次開始 

第３期初級理美容訓練 

第３期初級調理訓練(ラオス料理) 

を提供することができました。 

 順風満帆だったわけではありません。技術的な問

題、国民性の問題に始まり、物流に至るまで、実は

困難の連続でした。そのたびに当会と肌箋舎は知恵

を出し、ここまでこぎつけました。この種のコラボ

に道を付けたような気がします。 

 「肌箋集２８」は４０代以上の女性を対象にした

本格的なスキンケアブランドですが、ラオスのよう

に日差しが強く、初期老化（セカンドエイジング）

が早く始まる国では若い人でも使えます。詳細はホ

ームページ（www.kisenshu28.jp)で見ることができ

ます。 

 暖かいご支援をお願いいたします。 

 
 
 
 
 

 

2012年 3月 1日よりナーサイトン・プロジェクト「女

性・青少年の収入向上のための職業訓練プロジェク

ト（第 2年次）」を再開いたしました。第 1年次同様、

3分野（縫製・美容・調理）の職業訓練を継続すると

ともに、短期の日本人専門家 2 名にお越し頂き指導

していただきます。また現地トレーナーの養成に力

を入れていきます。 

ナーサイトン・プロジェクト第 2 年次は外務省の日

本 NGO連携無償資金協力によって 2012年 3月 1日か

ら 2013年 2月 28日までの 1年間実施されます。こ

の間に各分野の初級・中級コースを 2 回とトレーナ

ー養成のための講習会を 1 回実施いたします。 

基本的な技術を身につける初級コース(２ヶ月)では

1 回各分野 20名、計 60名、また発展した技術を身に

つける中級コース（３ヶ月）では 1 回各分野 16 名、

計 48名を定員とし訓練生を募集しています。 

第 1 回初級コースでは、3コース合わせて 62名の訓

練生が修了証書を手にしました。 

日本人専門家は調理と美容の中級コースで指導して

頂きます。調理には第１年次同様、高倉昌子さんに

日本料理を指導していただきます。昨年もナーサイ

トンに来られているので様子は分かっており安心し

て任せられます。美容は現在、ロンドンでお勤めの

早川貴恵さんに指導していただきます。ナーサイト

ンに来られるのは初めてですが、ボランティアとし

てビエンチャンでの指導経験があるので問題ありま

せん。 

 

 

しかし、イギリスからラオスへ来られて、エアコン

のない教室の暑さに耐えられるか心配です。10日間

という短い期間ですが、訓練生は高い技術に直接触

れられるので楽しみにしています。 

トレーナーの養成は職業訓練校をナーサイトン郡に

ハンド・オーバーするためには欠かせません。2年後

のハンド・オーバー時には、全てのトレーナーが公

務員であることを目指しています。現在、トレーナ

ーは縫製 3名、美容及び調理各 2名の計 7名です。

縫製の 1 名は小学校の教員から転勤してきた公務員

ですが、他の 6名は IV-JAPANによる雇用となってい

ます。縫製と美容の各 1名は IV-JAPANがビエンチャ

ンから派遣している経験のあるトレーナーで、この 2

名は第 2 年次で終了します。他の 4 名とトレーナー

候補の 1 名はナーサイトン出身者ですが、彼らが職

業訓練校の将来を担っていくので、頑張って公務員

試験に受かってもらわなければなりません。また、

まだトレーナー講習会を受講していないトレーナー

は来年 1月の講習会を受講する予定です。 

まだまだ未熟な職業訓練校ですが、現地の人たち

の収入向上に貢献しつつ、将来も継続できる状態で

のハンド・オーバーを目指して努力していきます。

ナーサイトン・プロジェクト  

   プロジェクト・マネージャー  

 板橋 哲 
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さいたま国際交流基金助成金によるプロジェクト完了報告  

 

 

 

2011年度もさいたま国際交流基金（SIA）より、事業費用総額の約半分にあたる32万円の助成金をいただき学

校への給水設備の寄付、学校制度外教育開発センターに対して学校備品の寄付を行いました。対象となった学

校はヴィエンチャンより約16km地点に位置するソックノイ中学校で、生徒数約280名。2011年にヴィエンチ

ャン都より建てられた学校ですが、予算の関係でトイレ・給水設備まで設置できていませんでした。今回トイ

レ3部屋・井戸・水道設備一式（1500ℓ のタンク、電動ポンプ、鉄塔等一式）が寄贈され、2012年2月3日に

寄贈式が行われました。これによって衛生環境が改善され、生徒たちが勉強に専念できるようになり、教師も

生徒も喜んでいました。 

もう一件は学校制度外教育開発センターへ机50台、椅子50脚、教師用机・イス10セット、ホワイトボード10

台を寄付いたしました。当センターでは1学期3ヶ月間の補修コースを1年に3回実施していますが、慢性的に

予算が不足しているため充分な設備がなく、かなり老朽化した設備の使用を強いられたり、他の教室を借りて

行う等対応していたようです。今回の寄付で、授業に専念できる快適な環境が整備され、また生徒だけでなく

教師側にも充分な設備が与えられ、より良い教授態勢を整備することができました。 

  

＜ラオスのトイレ事情について＞ 

 

ラオス風のトイレは日本の和式トイレのように椅子がなく、使用後は手桶で水を流します。ですからトイレに

は必ず水を溜めておくカメや大きなバケツ、コンクリート等で作った水入れが設置されていて、お風呂兼用に

なっているのが一般的です。汚水は地下にコンクリートで作った底なしのタンクがあり、そこに流れるように

なっていますが、せいぜい２０年くらいでいっぱいになるようです。それで私は使用済みの紙は流さず始末し

ています。当会の職業訓練所には隣接して寮があり、地方の訓練生が無料で利用できるのですが、まず始めに

トイレの使い方を説明しないといけません。トイレットペーパーは１巻き２０円程度ですが、ラオス人にとっ

ては高いため、水を掛けて終わる人が多いのです。また人によっては紙の代わりに葉っぱや、石を使います。

入寮１週間で下水の配水管が詰まってしまうことが度々起こりますが、原因はゴミ箱代わりに何でもかんでも

排水管に流してしまうとのことです。掃除をすると、つまようじ、ガム、生理のナプキン等々、たくさん出て

きます。地方から来た子の中にはトイレを始めて使う子もいますから仕方ありませんね。 

また、ラオスの都会ではようやく家庭にトイレがあるのが一般

的になりましたが、地方の村ではトイレがある家は少なく、共

同井戸や水道が村に１～２カ所設置されています。通常は藪の

中や野原で人目を避けて用をたします。地方を車で移動中はト

イレに困りました。ある時農家にトイレを借りに行って案内さ

れたのが、畑の中の小屋でした。まわりに井戸もなく、土を掛

けて後始末をするためにスコップがありました。私はガールス

カウトで野営の経験がありましたので、「キャンプと同じだ

―！」と思いました。トイレ設備の無い学校も多くあります。

当会では約３０メーターの深井戸と水道設備、３室のトイレを

セットにして、約４０万円（立地条件により異なる）で建設で

きます。随時寄付者を募っていますので、ご協力いただけたら

と思います。              ＜冨永幸子＞ 

トイレ寄贈式での生徒たちと教員     

ラオスのトイレ 

学校制度外教育開発センター

へ寄贈した机等 

学校制度外教育開発センター

家具贈呈式     
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IV-JAPAN 勳二等労働勲章受賞 

冨永幸子社会貢献賞受賞 

 

 

 

 

4月 10日シェンクアン県の学校制度外教育（15歳～40歳）小学校過程

卒業者 95％達成記念大会があり、これは全国 1都 17 県中で 2010年ヴ

ィエンチャン都、2011年チャンパサック県に次いで３番目に達成し、国

連ミレニアム開発目標（MDGs）教育分野をクリアーした記念大会でし

た。ラオス全土では 2015年までにMD Gsを達成する予定です。 
IV-JAPAN は長年の教育功労者として勲二等労働勲章を教育大臣から受

章いたしました(写真) 。外国大使等は普通はフレンドシップ（友好）勲

章だそうですが、外国人には珍しくその上の労働勲章でした。勲一等か

ら三等まであり、勲二等は大変評価されたものだとのことです。1400人

も集った受賞式では小学生の鼓笛隊が大活躍、受賞者が勲章を授与され

るたびに太鼓を鳴らして 2時間近くも演奏していました。個人叙勲者に

は大臣が受賞者の胸に勲章を付けてくれますが、団体受賞には兵隊がラ

オス国旗を掲げて叙勲者の後ろに立ち、大臣が国旗に勲章を付けます。

以前、タイ国王からも勲四等ディレーククンナポン章を頂きましたが、

音楽はなく、厳かに式典が

行われました。お国により

違いがありおもしろかったです。それよりもシェンクアン県で

1400人も集える会場ができ、お花もヴィエンチャンから空輸さ

れて会場飾り付けができるようになったことは驚きでした。 

シェンクアン県は当会が 1994 年にラオス援助を開始して最初

に職業訓練や農村開発で支援した場所です。定年退職した懐か

しい人々にもお会いできました。もう 1 枚の写真は同時に受賞

した県教育課のサイサモン副課長その他です。皆 1994年から一

緒に活動した人たちです。今年度はシェンクアン県の学校 2 校

に東京ウイルライオンズクラブからの支援でトイレと給水設備

を設置する予定です。また、シェンクアン県に短期職業訓練所

を開設するために三菱商事 CSR 基金 500 万円を申請していま

す。 

 

 

 

 

公益財団法人社会貢献支援財団は昭和 46年に設立され、人び

とや社会の安寧と幸福のために尽くされ、顕著な功績を挙げ

ながら報われる機会の少なかった方々を対象として表彰して

います。以来 11,864 件が表彰され、2011 年度は冨永冨永冨永冨永がががが個人個人個人個人

受賞受賞受賞受賞しました。昨年 11月に帝国ホテルで授賞式があり、当会

からも理事はじめオランダからも友人が駆け付け多くの関係

者が出席しました。（右写真・冨永代表を囲む IV-JAPAN 関

係者） 

《《《《冨永より皆様へお礼を込めて》》》》 

何か見えない大きな力に押されてここまで来たような気がし

ます。国際協力の道にいつのまにか入っていましたが、節々

にいくつかの出来事がありました。 
小学生の時、百科事典でサリーの着付けの写真を見て「私も 
着てみたい」と思い、中学 1年生になってインド人とペンフ 
レンドになりましたが、それが全ての始まりだったような気がします。興味は国際活動に移り、ガールスカウ

教育大臣より勲記を受領 

同時受賞のシェンクアーン県 

学校制度外教育課の職員と 
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トに入りますが、そこで何事も実践活動・行動力が大事であるということを学びました。とくに 1980年、タ
イでガールスカウトのカノック会長に巡り会い、国際協力とは何かを学べたことが私の原動力となりました。 

帰国後、まず行動を起こそうと「国際ボランティアの会」IV-JAPANを創設しました。1988年のことです。 

何のバックも後ろ盾もない無謀な試みだったのですが、活動初年度にもかかわらず 100 人もの友人が呼び掛

けに応じて奨学金ドナーになってくれました。そして現在までのべ約 7,300人のタイ・ラオスの貧しい子ども

たちに奨学金を支給することができました。事務所のあるさいたま市にたくさんのラオス人難民がいて、祖国

ラオスの支援を依頼され、1994年から支援活動を始めました。結局、ラオスに魅せられて移り住んだのは 1997

年でした。夫との離婚はやむを得ない選択でした。 

専業主婦だった私がラオスで食べていけるかどうか、最初は不安もありましたが、ラオスの人々に経済的自立

をすすめる自分が自立できないとはなんと恥ずかしいことか、と自らを叱咤しました。おかげで現在まで何と

か生活できています。ありがたいことです。IV-JAPAN はこの 23 年間、何度も経済的危機がありましたが、

そのたびに思いがけず寄付をいただいたりして乗り切ることができたのですから、本当に不思議です。 

当会の特徴は会員をはじめ、ボランティアに恵まれていることです。現在、日本に 2名、ラオスに２２名の職

員、タイ財団に 2名の事務局ボランティアが居て、日本の開発援助（ＯＤＡ）やＪＩＣＡの支援をいただいて

活動しています。主に職業訓練事業（縫製・理美容・調理・家具）に携わり、教育や技術のない青年たちに起

業・就業の機会を与えています。卒業生の中には美容院を開業して公務員の 6倍の月収を得ている成功者もい

て、自分が生きているうちに成果を見ることができて本当に幸せです。95歳の母をはじめ、支えてくれてい

る理事、家族、多くの友人とともにいただいた賞だと思っています。 

  
 
 
 
                          
 

[[[[ラオスのおラオスのおラオスのおラオスのお正月正月正月正月]]]]    

ラオスではお正月が何回もあります。これは民族に

よって違うからです。ラオスは公式には 49民族があ

るといわれていますが、枝葉がいくつにも分かれて

いて、断定は難しいようです。民族により宗教、言

語や民族衣装なども違いますが、ラオス国民の 65％

を占めるラーオ族の宗教は仏教で、民族衣装も女性

はシンと呼ばれる巻きスカートです。まず日本と同

じ 1月 1日はインターナショナル・ニューイヤー（国

際正月）と呼ばれ 1日のみ祭日です。1月～2月は中

国とヴェトナム正月があります。陰暦に基づくため、

毎年日付けが変わりますが、今年は1月23日でした。

この時期が近づくと街中は中国人が好む赤色の服が

目立ちます。また、ヴェトナム系のレストランでは

ヴェトナムのちまきが売られ、家庭でも手作りのち

まきを親戚や友人に配ります。ちまきと言っても日

本の五月節句の甘いちまき菓子と違い、もち米の中

に肉や卵を入れ、それをバナナの皮で厚く巻いて蒸

したものです。ラオスの小さいちまきとも異なりと

ても大きく、直径 5センチ、長さ 10センチくらいの

筒形をしています。私もよくヴェトナム系の人から

いただきお昼のお弁当に食べたりします。 

そして 4月 13日～15日がラオスのお正月ですが、

これはラーオ族のお正月です。13日は旧年最後の日、

14 日は新旧正月の間の日、15 日は新年です。14 日

に生まれた子はどちらの生まれ年になるか聞いてみ

ましたら旧年に属すと言われました。 

12月～１月ごろになると山岳民族のモン族のお正月

があります。北のヴェトナムに近いシェンクアーン

県ではモン族が県人口の約４０％弱を占めます。 

中国から南下したモン族はお正月になると直径 25

センチくらいの丸くて薄いお餅を作ります。味は日

本のお餅と同じです。普段はお米が常食ですが、お

正月だけはもち米でお餅をつきます。日本と似てい

ます。顔も色が白くて日本人に似ています。このお

正月は若い男女の求婚まり投げが盛んに行われます。

男女別に向かい合って 2 列に並び、自分好みの異性

にまりを投げます。それが求愛のしるしです。 

さてラーオ族のお正月ですが、ラオスの周辺国のタ

イ、ミャンマー、カンボジアでも同じときに新年を

祝います。ラオスでは４月 15 日から新年が始まり、

日本と同様に１２の干支が使われ、15日から辰年が

始まります。新年は「水掛け祭り」とも呼ばれて水

を掛け合います。4 月はもっとも暑い時期ですので

モン族正月の求愛毬投げゲーム 



 

-11- 
 

水を掛けられるととても心地よいです。水を掛ける

人は「新年おめでとう。今年も幸せでありますよう

に」と唱え、掛けられた人は合掌して「ありがとう」

と言います。もともとはお寺で新年を迎えるために

仏像を洗い清め、そのお水を自分の体にかけて清め

た仏教行事だったそうですが、人々が心身ともに水

で清めて新年を迎えるという行事になったようです。

また、4 月は乾季の終わりで、稲作民族のラーオ族

は 5 月から始まる雨季には雨が十分降り、豊作を祈

るという意味も水掛けにはあるようです。 

ヴィエンチャンでは有名なお寺を何カ所も梯子して、

持参した香水と花を浸した聖水を仏像に掛けてお参

りしますが、街を歩くと誰彼かまわず水を掛けられ

びしょびしょになりますので、この日ばかりはおし

ゃれをしないで汚されてもいい服を着ますが、暑い

日差しですので服はすぐ乾きます。 

家庭では家族や親類、友人たちが集まって「バーシ

ー」と呼ばれる儀式を行います。精霊信仰から始ま

った儀式ですが、お正月に限らず、お誕生日、結婚

などあらゆる節目や家の新築、旅立ち、歓迎などに

バーシーが行われます。バナナの茎と葉でできた土

台に生の花で飾り付けた花のお城を中心に人々が座

り、お城の頂上にはろうそくが飾られ、白い木綿糸

が巻かれ、バーシーではその白い糸を手首に巻きつ

けてもらい、巻きつける人は「あなたが生涯幸せに

なり、ご健康で過ごせますように」など、思い思い

に健康や繁栄を祈ります。それが小さな子供でも慎

重な顔つきでお祈りして糸を巻いてくれるので、す

ごいと思いながらも思わず微笑んでしまいます。た

くさんの人により手首に巻かれた糸は厚みが 10 セ

ンチくらいにもなり、最低 1 カ月は外さないほうが

良いと言われています。人間の体にはもともと精霊

が宿っていると言われ、精霊が出ていなくなる頃に、

時々バーシーをやって精霊を呼び戻す儀式と、ラオ

ス文化の研究者のソムサヌック・ミーサイ氏に説明

されたことがあります。 

＜＜＜＜ルアンルアンルアンルアンパパパパバンのおバンのおバンのおバンのお正月正月正月正月＞＞＞＞    

世界遺産の古都ルアンパバンでは新年の伝統行事が

革命後も復活しています。ラオ語でルアンは町、パ

バンは仏像を意味します。仏像はカンボジアから嫁

いだ王女が一緒に持参したもの。 

新年 2 日目の新年の行列は圧巻です。先頭はプーニ

ューとニャーニューという日本の生はげみたいな衣

装を着て赤いお面をつけたおじいさんとおばあさん

で、シンケオシンカムと呼ばれるライオンの子供が

加わった３者のダンスです。ラオス人はこのプーニ

ューとニャーニューをラオス人の祖先と思っていま

す。プーニューとニャーニューのお正月の最初のお

勤めは近くのナムカン川から水をすくい、パバンと

呼ばれる仏像に聖水を掛けます。行列の次に続くの

は近隣の村々から選ばれた１００人以上の少女たち

が手にお供えする花のお城を持って進みます。 

次に山車に乗ったミス・ルアンパバンと準ミスが続 

きます。１９９０年からミス・コンテストがお正月

前夜に始まり、私もやじ馬で見に行きました。水着

審査はなく、民族衣装を着て、審査員の質問に答え、

ラオス流の優雅な合掌をしてお辞儀をします。選ば

れたミスは好みの動物を形どった山車、例えばクジ

ャクとか、象とかに乗り、準ミスの６人を従えて沿

道の人々の注目を浴びます。そばにはカピラポン王

の４面の顔の首が供えられます。昔々のカピラポン

王の物語に由来しています。 

物語とは４面の顔を持つ全能で力のある神、カピラ

ポン王が巷のうわさで鳥の言葉もわかる優秀な留学

帰りの青年がいると聞き、なぞなぞを解くように、

７日間で答えられない場合は打ち首に、答えられた

ら、自分が打ち首になると。なぞなぞは「男子の体

で朝、昼、夜に一番大事なところはどこか」、青年は

答えが分からず、７日目に森に行って、死を覚悟し

ました。すると頭上で禿鷹の夫婦が今日はごちそう

にあずかることができる。若者は答えられずに打ち

首になるからと話しています。答えは簡単さ。「朝は

まず顔を洗い、昼は胸に水を掛けて水浴びをし、夜

は寝るために足を洗う。」それを聞いた若者は王宮に

飛んで帰り、王様は彼の答えを認めて、自分の敗北

を認めましたが、王様は非常にパワフルな神でした

ので、首を投げると地球はめちゃめちゃに焦げてし

まうだろうし、川に投げれば水はお湯になり、魚は

死んでしまう。空中に投げれば生き者は皆焼けてし

まう。世界の終わりだ。そこで太っ腹のカピラポン

王は自分の首を金のお盆に載せ、深い洞窟の中に収

め、毎年一度彼が死んだ新年に彼の７人の娘によっ

て盛大な儀式を行う、という解決策を出しました。

それで、新年には彼の首を洞窟から出して、毎年７

人の娘により行列を繰り出して新年を祝うという儀

式に発展しました。皆様も是非カピラポンの行列を

見にルアンパバンに来てください。

カピラポン王の四面の首は 1 年に 1 回 

正月パレードに繰り出される 
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ラオスではどこの村にもお寺があります。仏教は

人々の生活の一部であり、毎朝六時頃、人々は主食

である餅米のごはんやおかずなどを用意し、托鉢に

来る僧侶を、道端で待つのです。満月の日は仏教の

祭りで、村民は供え物や花を持って寺にお参りしま

す。 
ラオスの寺に行ってまず驚くのが、寺がとてもカ

ラフルなことです。壁にはお釈迦さまの生誕から入

滅までが、日本の銭湯のペンキ絵のような鮮やかな

色彩で描かれ、寄付者の名前を壁画の一枚一枚に書

き入れています。 
ラオスは上座部仏教「テラワダ」の国。僧侶には

二百二十七の戒律が、一般信者には五つの戒律（殺

生をしない、盗まない、姦通をしない、嘘をつかない、

飲酒しない）があります。一見、厳しそうですが、煙

草を吸う僧侶もいれば、多くの僧侶は肉も食べます。

おおらかなラオス人の一面が垣間見えますね。 
ただ、近年は、お釈迦さまの教えの原点に立ち戻

ろうという気運が高まりつつあります。素足で托鉢

し、お金も寺も持たず、菜食主義を貫き、食事は薬

と同じと考え、味などの一切を問うことはありませ

ん。お布施だけで生活する清貧な一派が、ラオスで

も信者を増やしています。 
貧しい家庭では、子をお寺に預けます。僧侶の修

行をしながら、教育を受けられるからです。もちろ 
ん、食費はかかりません。寄宿生の中には僧侶にな

る者もいますが、半分以上は学業を終えると還俗
げんぞく

し、

ふつうに就職、結婚をします。私はこの地で青少年

の職業訓練に携わって十八年になりますが、長年、

寺に寄宿して大学を卒業、還俗した“元僧侶”が、

時折、当会の職員に応募してきます。私の自宅の警

備員は地方出身の学生ですが、彼も見習い僧として 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
寺に寄宿しています。都会に親戚がない学生は、同

じ村出身の僧侶のいる寺に世話になります。寺は多

くの困った者たちを当たり前のように助け、人々の

心のよりどころとなっているのです。 
私の母は、今年九十五歳。今は日本で暮らしてい

ますが、二年前までは毎年二か月ほど、ラオスに滞

在しました。信心深い母は散歩がてらよく近くのお

寺に通っていました。家の警備をしてくれる青年が、 
手をとって連れ出してくれるのが、よほどうれし

かったのでしょう。ラオ語は「コプチャイ（ありが

とう）」「セップ（おいしい）」しかわからないのに、

会話帳のイラストを指さしながら、「恋人は？」「き

れいね」とカタコトの会話を楽しんでいました。娘

の私の服を着て、「アイシャドーを貸してちょうだ

い」なんて言うのですから驚くばかりです。ラオス

の熱い空気は、人をおおらかにしてくれるのでしょ

うか。 
私はラオスで二度死にかけました。大きな交通事

故でしたが、今も生かされているところを見ると、

この優しいラオスの人々のためにもっと働きなさい

と、何かに言われているような気がします。この春、

思いがけずラオス政府からレイバー（労働）勲章を

授与されました。命あるうちにこれまでの人材育成

事業を評価していただいたことを励みに、これから

もこの地で生きていこうと思っています。 
 

（とみなが・さちこ  
国際協力ＮＧＯ・ＩＶ－ＪＡＰＡＮ代表理事） 

 

←←←←朝、はだしで托鉢にまわる少年

「「「「ラオスのラオスのラオスのラオスの人人人人々々々々とととと仏教仏教仏教仏教」」」」 

 
冨永代表がリポーターを務めている NHK ラジオ深夜便の月刊誌「ラジオ深夜便」

６月号に代表のエッセイが掲載されました。以下原文を紹介させて頂きます。 

ビエンチャンのタートルアン寺院 
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千客万来 

 
 
 
 
 

● さいたまさいたまさいたまさいたま市長市長市長市長・・・・市議会議員市議会議員市議会議員市議会議員ごごごご一行視察一行視察一行視察一行視察 

2011年 12月 26日、さいたま市長と市議会議員１０名その他総

勢 17 名のご一行様が視察にいらっしゃいました。ラオスで 3

泊 4 日と短い滞在で、政府関係機関訪問にセミナー参加と非常

にタイトなスケジュールの中、視察する NGO としては当会一

団体のみでした。まず午前は、郊外にある当会が建設に協力し

たチャンパー小学校を訪問し、生徒たちから歓迎の歌や踊りが

披露され、さいたま市訪問団からは小学校へサッカーボールや

ユニフォームなどのプレゼントが贈呈されました。その後市内

に移動し、当会の職業訓練所を訪問、上級コースのビューティ

ーサロンではヘアカットやシャンプーを体験されたり、生徒た

ちとの交流を楽しまれていたようでした。さいたまにあるＮＧ

Ｏとして当会を視察先にと選んでいただき、市議会議員の方々

に当会の活動を実際に見て肌で感じていただくことができまし

た。これをきっかけに、さいたま市とラオスのつながりが更に

広がっていって欲しいと思います。 

 

● 外務省外務省外務省外務省民間援助連携室薄井首民間援助連携室薄井首民間援助連携室薄井首民間援助連携室薄井首席来訪席来訪席来訪席来訪 

2012年 3月 13日、日本外務省民間援助連携室の薄井首席事

務官がラオスを訪問されました。日本 NGO連携無償資金協力

で行っている当会のナーサイトン事業のプロジェクトサイ

トにお越しになり、職業訓練の活動状況を視察していただき

ました。調理コースのトレーナーによる試食会が行われ、授

業のカリキュラムに組み込まれているトンカツなどの日本

食を薄井首席事務官に召し上がっていただき、「なかなか丁

寧に作っていておいしいですね。」と感想をいただきました。

また、理美容コースではラオス式シャンプーも体験いただき

ました。その後市内に移動し、昼食は大使館の冨田書記官同   

席のもと、ラオスで活動する日本の NGO 数団体のラオス駐

在スタッフが集まり、薄井首席事務官を囲んでのランチとな

りました。かたくるしい会議とは異なった雰囲気で、ざっくばらんにリラックスしながら情報交換をすること

ができたかと思います。冨永代表は薄井首席事務官とは 1月に東京で行われた外務省の案件選定会議でもお会

いして、その際もお世話になりましたが、今回実際に当会の活動を見ていただくことができ、非常によい機会

となりました。 

● ラオスラオスラオスラオス外務省副大臣視察外務省副大臣視察外務省副大臣視察外務省副大臣視察 

2012年 3月 21日、ラオス外務省副大臣、アルンケオ・キッテ

ィクン氏が視察に来られました。まず 2月に新しくオープンし

た OJT2に来訪。できたばかりのトレーニングセンター施設を

見学後、オフィスの会議室で当会の活動についてプレゼンテー

ションさせていただきました。副大臣や外務省職員の方から当

会の活動について質問もいただき、興味を持っていただけたよ

うでした。その後もうひとつの店舗、OJT１に移動し、職業訓

練所初中級コース、寮の見学後、OJTレストランにて日本食（松

花堂弁当）を召し上がっていただきました。 

外務省副大臣が NGOを訪問されるのは初めてのことだそうで、

同行した外務省高官より後日お礼の手紙をいただきました。

「貴団体の活動がラオス社会の発展に多大なる貢献となり、特

に教育の機会に恵まれない貧しい青少年に対し職業訓練を施し雇用機会を生み出していることに、感謝と高い

評価の意を表します」ととても光栄なお礼状をいただきました。 

さいたま市長より文房具の寄贈 

和食テストをする薄井首席事務官と 

ナーサイトン郡教育課長 
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2012 年 3 月奨学金生 BKK 研修 

2011 年 11 月インターナショナルキャンプ in チェンマイ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

タイＩＶ財団理事会が３月３０日に開催されました。２０１１年度の事業報告、会計報告を承認され、そして

新理事にルーシー・タンアティチャット氏（ガールガイドタイ連盟国際書記、大学教授）が承認され、会計を

担当することになりました。理事会に先立ち３月２４日に２０１２年度タイ奨学金４０人分がラダ理事長に手

渡されました。おりしも夏休みを利用してチェンライ県の奨学金生たちがバンコクに職業訓練に来ていて見学

させていただきました。習いおぼえた技術で、バッグ（写真）をとても上手に作っていました。お土産として

よく売れるとのことです。また、タイガールガイド連盟会長より、冨永の社会貢献賞のお祝いを頂きました。 
 

 

 

 

 

2011年 11月 11～16日、タイ国王 84歳を記念し、タイ 

ガールガイド連盟主催のインターナショナルキャンプ 

がチェンマイで開催されました。IV タイ財団の支援で、

IV-JAPANからも 3名のトレーナー（調理・縫製・美容 

各 1名）を当キャンプに参加させました。現地では当会 

ナーサイトン事業でミシン刺繍の指導のため招聘した 

ことがあるチェンライの専門家も参加しており、思いが 

けず久々の再会を果たすことができ、3人とも緊張がほ 

ぐれたようでした。キャンプでは、タイマッサージ、バ 

ナナの葉の飾り、タイデザート、郷土料理、ネイルアート、

メーキャップ、マナー、ダンス、祭祀用の切り紙等様々 

な文化講習が行われました。また、参加したトレーナー 

曰く「タイガールガイドのメンバーが非常に親切に接し 

てくれたことに感動した。」と言っていました。キャンプ

参加を通じて各国から参加したメンバー等周りの人々との交流・コミュニケーション方法についても学ぶこと

ができたようです。3人とも非常に印象に残る経験ができたといっていました。また、講習だけでなく動物園

などチェンマイ観光にもつれていってもらったようで、楽しそうな笑顔で映った写真を見せてもらい、そんな

様子にこちらも自然と笑顔がこぼれました。 

右より財団理事長、冨永、会長 チェンライの奨学金生と作品（バッグ） 

各国の参加者と 



 

-15- 
 

    ＩＶ-ＪＡＰＡＮ役員紹介 
 

■代表理事   冨永 幸子 （IV-JAPAN創設者、元ガールスカウトトレーナー） 

■副代表理事  池田 敏秀 （株式会社肌箋舎代表、元株式会社資生堂執行役員） 

       吉野 貴美子（国際青少年育成財団理事、元青少年育成国民会議事務局長） 

■理事     片山 純子 （本間義記税理士事務所） 

           斎藤 加代 （元千葉県船橋市保健センター長） 

       佐復 正雄 （ＪＡＡＬＡ美術家会議委員） 

高倉 昌子 （料理研究家） 

渡久地 澄子（前沖縄県女性団体連絡協議会会長） 

豊田 利久 （神戸大学名誉教授） 

中村 千恵子（株式会社十字屋社長） 

福永 文代 （(特活)グローバル言語文化研究会代表、第 11 期東京ウィルライオンズクラ

ブ会長） 

藤田 廸枝 （元山形医療技術専門学校講師）  

横山 三重子（元株式会社ミラ役員） 

■監事     飯田 昌美 （元ガールスカウトリーダー） 
菊池 正博 （元株式会社丹青研究所役員（文化施設設計コンサル）） 

■顧問     吉原 喜代 （千葉大学留学生母の会会長、（特活）成田空港ボランティア・スカイレッツ

会長）                          （50音順） 

 

ＩＶ-ＪＡＰＡＮ日本人職員紹介&ご挨拶 

 

日本事務所：山本 哲司  

2011年 6月より日本事務所で国内業務担当として勤務しています。これまで青年海外協力隊や国際

協力コンサルタント会社で国際協力関係の仕事を経験してきましたが、NGO での勤務は初めてに

近い状態なので、日々勉強の毎日です。早く縁の下の力持ちとなって、IV-JAPANの発展にお役に

たてるように頑張りたいと思いますので、どうぞ宜しくお願いします。 

 

日本事務所：井藤 尚子  

当会創立時より関わり、2005年暮れから日本事務所に職員として6年足らず勤務しておりましたが

昨年9月退職。その後7カ月ほど遊山し、正確には2度目となりますが今年5月に出戻りました。IV

とは余程の縁があるのだと感慨深い今日この頃です。主にカノック奨学金業務を行います。今年年

女（その通りの年齢です）で日本人スタッフの中で最年長ですが頑張ります。ドナー及び関係者の

皆さまどうぞ宜しくお願い致します。 

 

ラオス事務所：大滝 美佳 ＜プロジェクトコーディネーター＞  

2011年7月よりラオス事務所でお世話になっています。12月からはJICA事業も開始しました。ラオ

ス生活ももうすぐ2年が経とうとしていますが、やはりまだ様々な面でラオスと日本との違いに戸

惑ったりもしますが、全てが貴重な体験で、日々勉強です。冨永代表をはじめ全スタッフと一緒に、

少しでもプロジェクトが順調に進むよう、ラオスに対する支援が小さくてもしっかりとした実を結

ぶよう頑張っていきますのでよろしくお願いいたします。 

 

ラオス事務所：須田裕美＜OJT コーディネーター＞  

サバイディー（こんにちは）！OJT コーディネーターの須田裕美です。ラオス人スタッフや生徒た

ちと一緒に OJT ショップの業績向上に向かって毎日奮闘しております。職業訓練校という教育機関

としての性質も持ちあわせる OJT ショップは、普通のお店の経営とは異なるため難しい点もありま

すが、その分大きなやりがいを感じています。生徒たちが精神的・経済的に自立できるようサポー

トしていきたいと思います。 

 

ラオス事務所：板橋 哲 ＜ナーサイトン事業 プロジェクトマネージャー＞ 

はじめまして。3月より再開されましたナーサイトン・プロジェクトを担当しております板橋と申

します。ラオスは今回で 2 度目の任地になりますので、言葉や環境の面では大きな苦労は無く現場

に馴染んでおります。一方、職業訓練の経験はないため学ばなければならないことも多々あり、こ

れから一層努力して参ります。どうぞよろしくお願いします。       
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――――NHKNHKNHKNHK ラジオラジオラジオラジオ深夜便次回放送日深夜便次回放送日深夜便次回放送日深夜便次回放送日――――            ☆冨永代表が生放送でラオスリポート☆ 

    

昨年 2月 11日の初回以来今回で 5回目の放送となります。深夜ではありますが聴取者はおよそ 200万人と

多く、皆さまも是非代表の立て板に水の生の声とラオス情報をお聞きください。 
 
放送日放送日放送日放送日：2012年 7月 13日（冨永代表は 14日午前 0時 15分頃出演予定） 

――――チャリティコンサートチャリティコンサートチャリティコンサートチャリティコンサート――――      ☆ラオスの小・中学校に井戸・トイレ設置☆  

  
長きに亘りご支援いただいている、女性だけで構成する東京東京東京東京ウィルウィルウィルウィルライオンズクラブライオンズクラブライオンズクラブライオンズクラブ主催主催主催主催により下記のよ

うにチャリティコンサートを開催します。皆さまのご参加をお待ちいたします。 
  
 日時日時日時日時：2012年１１月 1日（木）  場所場所場所場所：サントリーホール (小ホール・ブルーローズ）    
開場開場開場開場：１８：００   開演開演開演開演：１８：３０   チケットチケットチケットチケット代代代代：４，０００円 
出演出演出演出演： 二胡奏者  Wei  Wei  Wuu 

 問合問合問合問合せせせせ先先先先： 福永 文代  電話 ０９０－９６４１－０７２０            
 

 

♡ ♡ ♡ ♡ カノック奨学金ドナー紹介 （2011/9/1 から 2012/4/30 まで）順不同 ♡ ♡ ♡ ♡  

小林愛子、沼田明美、八木道子（2口）、上原道子（2口）、石井直子、太田榮次（4 口）、岡庭文子（2口） 

佐々木孝子、谷本善江、五十嵐香苗、高見沢啓二（2 口）、荒井みど里、中村征人、岩月優子(2 口) 

塩川悠子、佐藤美津子（8 口）、伊東慶子、James A. Cummings、河島一郎、ガールスカウト大阪府 61 団 

嘉数和子、ガールスカウト千葉第 45 団、松茂良興勇（2 口）、菊原享子、小林明子、西条喜子、飯田昌美 

謝花恵子（2 口）、込山まち子、添野ふみ子、根橋淑江、石井有美、宮村肇（10 口）、伊藤裕子（3 口） 

奈良伊世、高石順子、蛭間愛子、宮下ひとみ、津本蓉子、賀元澄子、小田切智子、入澤恵子、渡辺幸江 

嶋美喜子（4 口）、泉久子（2口）、三澤純子（2口）、小林佳代子、武藤廣子（2 口）、渡久地澄子（3口）

土屋多賀子、吉原喜代、大橋國江（2 口）、渡辺昭子（2 口）、中村英一、斎藤雄一、佐藤吉秀 

ガールスカウト大坂府第 73 団リーダー会、中田みどり、福永文代、小松文子、島慶子、戸田昌子 

比嘉エリ子、小野寺さとみ、近藤利雄（2 口）、濱口敏行（3 口）、大野宏江（3 口）、大野歩・望 

座安きくえ 

❤運営・プロジェクト費寄付者一覧❤ 

（（（（2011/9/12011/9/12011/9/12011/9/1 からからからから 2012/4/302012/4/302012/4/302012/4/30 までまでまでまで。。。。順不同順不同順不同順不同。。。。一万円未満一万円未満一万円未満一万円未満はははは省略省略省略省略させてさせてさせてさせて頂頂頂頂きますきますきますきます。。。。ごごごご了承下了承下了承下了承下さいさいさいさい。）。）。）。）    

篠原隆法（1 万円）、武井貢士（7 万 3 5 0 円）、高見沢啓二（1 万円）、池田敏秀（10 万円） 

伊藤裕子（100万円）、東京ウィルライオンズクラブ（10万円）、富士ゼロックス埼玉端数倶楽部（６万円） 

(財)埼玉県国際交流協会（１６万円）、（株）くわこや・野村和弘（10万円）、バンサトリー（10万円） 

故関口綾子（� 50,000/約 15万円）、（株）資生堂（20万円）、水と大地と緑の会（30万円）、岩月祐二（$4,700）   

スタディツアー参加者（$802）                           ―敬称略―                          

 

                                                                                                                                                
                        

    

    

    

    

    

    

    

【【【【特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人    国際協力国際協力国際協力国際協力ＮＧＯＮＧＯＮＧＯＮＧＯ・・・・IVIVIVIV----JAPANJAPANJAPANJAPAN】】】】    

日本事務所日本事務所日本事務所日本事務所                   ラオスラオスラオスラオス事務所事務所事務所事務所 

〒330-0856 埼玉県さいたま市大宮区三橋 2-545-2      P.O Box7920 Vientaine, Lao PDR 

シティヒルズ 101                TEL/FAX : +856-21-316047 

 

                 

    

＜随時サポート会員を募集しています＞ 

奨学金ドナー及び国際協力費・運営費ドナーを随時募集しています。一人でも多くの皆様のご協力を宜しくお願い致します 

① 奨学金ドナー  年 1 口 12.00012.00012.00012.000 円円円円以上  

② 国際協力費又は運営費ドナー  ★個人 年 1 口  3.000 円以上  ★団体及び法人 年１口 10.000 円以上 

・・・・申込方法申込方法申込方法申込方法((((銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込のののの場合場合場合場合はははは振込振込振込振込されたされたされたされた方方方方のののの氏名氏名氏名氏名とととと会員番号会員番号会員番号会員番号のののの下下下下 4444 桁桁桁桁のののの明記明記明記明記をおをおをおをお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします)))) 

郵便振替 ：（口座番号） 00140-5-537168  （（（（加入者名加入者名加入者名加入者名））））IVIVIVIV----JAPAN JAPAN JAPAN JAPAN （変更になりました） 

銀行振込 ：埼玉りそな銀行浦和中央支店 （※銀行振込の方は事務局までご住所等詳細をお知らせください。） 

（普通） 口座番号:5038052   名義人：（特非）国際協力 NGO・IV－JAPAN 

TEL:048-622-8612 / FAX:048-622-8612             携帯電話；+856-20-55515122 

E-mail:iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp           E-mail: ivjapan.vte@gmail.com 

 http://www6.ocn.ne.jp/~iv-japan/         

 


